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　光硬化工法協会はインパイプ工
法やシームレスシステム工法，アル
ファライナー工法によって国内の小
口径管の管更生事業を展開し累計で
1,300kmの施工実績を有してい
ます。新たに加わったアルファライ
ナーH工法では，施工方法は従来
工法と同一でありながら長期曲げ弾
性率の向上と厚みを薄く選定するこ
とが可能となり，小口径のみならず
中口径まで適用範囲を拡大しさらな
る普及拡大を目指しています。

光硬化工法協会
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